令和２年１２月２６日
日本学校図書館学会
　会員の皆様
　　　　日本学校図書館学会
　会長　　佐 藤　正 志
令和２年度第２３回日本学校図書館学会

学校図書館フォーラムのご案内
寒い日が続いております。皆様いかがお過ごしでしょうか。
毎年開催しております学校図書館フォーラムですが、研究発表大会に引き続き感染拡大防止の観点からオンライン開催とします。一堂に会すことができず残念ではありますが、ご理解のほどよろしくお願いします。
このような状況ではありますが、本学会では教育課程の展開に寄与する意義を具体化し、子どもの学びを支援する学校図書館の在り方を追究し続けております。また、コロナ禍に直面しても関係者の工夫と努力により、これからの時代の学校図書館の活用の在り方を切り拓いていきたいと考えております。そこで、「withコロナ時代の学校図書館－子供の学びを支えるために」をテーマとして掲げ、今年度のフォーラムを開催いたします。講師には、文部科学省初等中等教育局視学官であり、国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官・学力調査官の大滝一登先生と、青山学院大学教育人間科学部教育学科准教授の庭井史絵先生をお迎えします。また、学校図書館の実情と工夫について、会員からの提案を中心として、学校図書館の利活用による子供たちの学びのあり方を考えます。

ご多用のこととは存じますが、ぜひご参加いただきますようご案内いたします。

記

１　主　催　　日本学校図書館学会
２　日　時　　令和３年２月２８日（日）　１３：００～１７：００
　　　　　　　（年度当初の予定から日程が変更になっていますのでご注意ください）

３　開催方法　オンライン会議システム（Zoomウェビナー）による開催
４　内　容　　
テーマ「withコロナ時代の学校図書館－子供の学びを支えるために」
（１）13：00～14：30
講演「これからの時代の学校図書館に求められるもの―新学習指導要領を踏まえて―」　
講師：文部科学省初等中等教育局視学官　大滝一登先生
（２）14：30~15：30
講演「コロナ禍の経験をどう生かすか－これからの学校図書館へのヒントを探る」
　　　講師：青山学院大学教育人間科学部教育学科准教授　庭井史絵先生
（３）15：30~17：00
報告と提案
提案者：京都学園中学高等学校　伊吹侑希子氏　他
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５　参加費　
学会員・大学学部生無料、非学会員の方は500円を申し込みサイトから支払う
６　申込方法　
本学会ホームページからリンクを張ったサイト（https://jssls.peatix.com/）から
申し込む。
【問い合わせ】日本学校図書館学会事務局　E-mail : info@jssls.info

